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NH4-Nおよひ守N03-Nに対する

生育反応の作物種間差

類別 作物名
十l付•. t生長量

NH，-N区 N03-N区

アテカキ ランズウサシ ナキイリ
213 5 134 

No. 1 
35 1112559 5 1 
68 

ハイクサイ 6 9 9898 2 1 夕ダ、 コ ン

，タキトト〈 ウレマャマイガイベネyラズンギョトソ

43 

No. II 53 1090 6 
650 5 104 

669 5 89 
82 

ソ ノ〈 14 56 

No. III 
エンバク 59 74 
トウモロコシギ 774 5 74 
コ ム 79 

No. N イオオムギネ 891 1 52 
68 

No. V レタ ス 145 45 

No. VI ーンジン 89 82 
ネ ギ 91 82 

秋

作物が培地から吸収利用する窒素の主体は NHrN と

N03-N で，特に施肥条件下では土壌溶液中でこれら両

形態窒素の濃度が上昇する。これら両形態窒素に対する

生育反応は，作物種によって異なることが多くの研究で

知られており， NHrN が窒素源の場合に生育が良好な

作物を好アンモニア性作物， N03-Nが窒素源の場合に

生育が良好な作物を好硝酸性作物と呼んでいる。

しかし，これら両形態窒素に対する生育反応は，培地

の pH，培地中窒素濃度，生育時期，酸素供給状態，他

要素の供給状態などによって影響を受け，好適窒素形態

が逆転することがあることも報告されている。

そこで，生育時期を移植後25日程度の初期に限定し，

充分量の酸素および他要素を供給し， pHを自動 .pH'!"調

節装置を用いて5.0"""'6.0に維持しつつ実施して得た水耕

培養法による実験結果を中心に，標記課題を論じて見た

利

北海道大学
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但野

日目

(me/t) アダハテキトダネトイ

の暗色化など，特徴的なアンモニア障害が観察された。

但L， トマトではN濃度が 1mejlになると両形態窒素

区の生育がほぼ同程度となる。

以上の結果から，イネ科以外の作物で、はN源がNHrN

の場合より ，N03-Nの場合に良好に生育するのが殆んど

であると見ることが出来，イネ科はNH4N03-NをN源と

した場合に，両形態窒素を単独N源とした場合より良好

な生育をするものと， NHrN及びNH4NOg-Nの両区で

N03-Nより良好な生育するものとに分れる。

し、。

1. NHcN， N03-Nおよび NH4N03-N培養液にお

ける生育のf:r.較

培養液のN濃度を 6rrù~Jì として，上記のような注意を

払って培養した場合でも，両形態窒素に対する生育反応

には明瞭な種間差がある(第 1表〉。すなわち，類別No.

1の4作物では NHrN区で生育が劣り ，N03-Nの割合

が上昇するにともなって生育は良好になる。 NO.lIに属

する 8作物は NH4N03-N区とN03-N区で差がなく，

これら両区で生育は正常であるが， NHrN区では劣り，

NO.TIIの4作物は NH4N03-N区で NHrN 区および

NOg-N区より生育が良好である。 No.町の 2作物は

NH4-N区と NH4NOg-N区で差がなく， NOg-N区で劣

り， No. Vのレタスは N03-N区で劣り， NHrNの割合

が上昇するにともなって良好な生育となり ，No. vlの2

作物はどの区でも正常に生育する。

NO.IとNO.lIは好硝酸性作物で， NO.NとNo.Vは



(2) 第三種郵便物認可 農 業

イネ科以外の作物中，レタスは例外的にNHcNをN源

とした場合に N03...:.NをN源とした場合調より生育が良好

であるが，その理由については更に検討を要する。

2. N03-N共存培地における NHcNに対する生育の

比較

さて，上記のようにイネ科以外の作物の多くは， N源

がNHcNである場合にN03-Nである場合より生育が劣

るが，実際の圃場においてはNHcNを施肥した場合でも

NHcNが土壌中に存在する硝酸化成菌の作用を受けて

N03-NIこ酸化されるために，施肥後，時間の経過にとも

なってNHcNに対する N03-Nの割合が増加して行くこ

とになる。従って，実際の農業の場で，アンモニア障害

が問題になりうるか否かを知るためには，各作物がN03

-Nの共存下で， NHcNに対してどのような生育反応を

示すかを明らかにする必要がある。

こういう目的で実施した実験結果によると，3mejlの

N03-Nが共存する場合は，アズキでは，培地の NHcN

濃度が 3mejlで生育が低下し，テンサイ，キュウリでは

3mejlまで正常，6mejlで低下し，ダイコン，ハクサイ，

:トマトでは， 9mejlになって始めて生育が低下し，ダイ

ズでは9mejlになっても正常に生育する〈第2図〉。した

がって， NHcNによる好硝酸性作物の生育障害は，培

地に N03...:Nが共 第 2図 3mej1N03-N共存培養液

存する場合には著 におけるNH4-N(こ対する生育反応
〈相対生長量は3me/lN03-N単独区=100)

しく軽減されるの

で，正常な pHの

土壌で実際に問題

になりうるのは，

アズキやテンサ

イ，キュウリなど

に対し，種子直下

に NHcNを多施

した場合の発芽時

や，生育初期に限 3 

イネ .1ウ毛ロコノ

'?.'f.7"1ヨ〈

ダイコンハクサイ、!巧}

テJ サイ 3そウリ

アスキ

定されると考えることが出来る。但し， pHが低い土壌

では土壌の硝酸化成力が小さいため， NHcN を多施し

た場合に，アンモニア障害がより発現しやすくなると考

えられる。

3. NHcNおよびN03-Nに対する選択吸収能と生育

反応との関係

NHcNとN03-Nを3mejlずつ等濃度で含む培養液か

らの，両形態窒素の吸収量を測定し，両形態窒に対する

各作物の選択吸収能と生育反態との関係を見ると，興味

ある事実の存在に気付く。すなわち， NH4N03-N区の

乾物重を 100とした場合の， N03-N 区の相対生長量が

大きい作物はN03-Nに対する選択吸収能が大きく， N03 

と 科 ~ 
寸ー 事昭和52年 6月 1日

日 N区の相対生長量が小さい作物はN03-Nに対する選択

吸収能が小さい傾向がある(第3図)0NHcN区の相対

生長量と， NHcNに対する選択吸収能との聞に'も 2，3 

の例外を除いてほぼ類似の関係がある(第4図〉。

このことt土

多くの作物

は， NHcNと

N03-Nのうち

自己の生育に

より好ましい

形態の窒素に

対して，より

強い吸収能を

持っているこ

とを示すもの

で，窒素形態

第 3図 3mejlNHrN十3mej1N03-N
培養液からの N03-N選択吸収能と，
6mej1N03-N区の相対生長量との関係

(相対生長量:NH4N03-N区=100)
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性と吸収能は，ほぼ対応していると考えることが出来よ

う。

4. おわりに

イネ科以外の作物の多くは好硝酸性で，水耕条件下で

NHcN が単独N源である場合は生育が劣り，しばしば

障害を受ける。しかし，ある程度の N03-Nが共存する

場合は，そのような NHcNによる好硝酸性作物の生育

障害は著しく軽減される。したがって，硝酸化成が活溌

に行なわれる実際の闘場で問題になりうる場面は，アズ

キ，テンサイなどの特に耐アンモニア性が小さい作物に

対し，種子直下に INHcNを多施した場合の発芽や生育

初期に限定されると考えられる。但し，低 pH土壌にお

いては，硝酸化成が抑制されるために， NHrN による

好硝酸性作物の生育低下が，もたらされる可能性があ

る。

第 4図 3mejlNHrN十3mej1N03-N

培養液からの NHcN 選択吸収能と

6mejlNHcN区の相対生長量との関係
(相対生長量:NH4N-OiN区三1∞〉
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